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1. 研究背景 

ペロブスカイト化合物を使用した有機無機ハイブリット太陽電池は、変換効率 17.9%が報告

され高い注目を集めている。我々はこれまで、多孔質酸化チタンと Pbペロブスカイトの界面を、

ワイドギャップ酸化物や、有機分子による表面修飾により、ペロブスカイトの結晶性が変化す

ることや、キャリア再結合が改善されることにより太陽電池特性が向上することを報告 1,2して

おり、ペロブスカイト太陽電池においても他の太陽電池と同様に、電荷分離界面の機構解明お

よび制御することが高効率化、耐久性向上に非常に重要な課題となる。本公演では、Sn/Pb ペロ

ブスカイトの電荷分離界面に着目し、多孔質酸化物層-ペロブスカイト層-ホール輸送層(HTM)

各界面での表面処理によるパッシベーション効果の検討を行った。 

２．実験方法 

     FTO基板上に緻密 TiO2をスプレー塗布し、ポーラス T iO2膜を 500nm成膜しそれぞれ、550℃

30min焼結を行った。作成した TiO2電極を、Aluminium butoxide を溶解させた 2-propanolに室

温下で 10min 浸漬させ 500℃30min 焼結させた。

NH3CH3Sn0.5Pb0.5I3 をスピンコート成膜し、同様に

ホール輸送材 P3HTを積層させた後、Ag/Au電極を

真空蒸着にて成膜し太陽電池素子作成を行った。 

３．実験結果 

  Figure.1 に、TiO2表面を Al2O3で界面修飾した場

合の Sn/Pb ぺロブスカイト太陽電池特性比較結果

を示す。TiO2 表面をワイドギャップの Al2O3 でコ

ートすることで Fill Factor, Vocの改善が見られた。 
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Figure.1 IV curves for Pb/Sn 

perovskite solar cells 
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